
藤沢東ロータリー・クラブ週報
●事務所／藤沢市朝日町1-6  

ＮTT藤沢ビル2階 ＴＥＬ 0466-25－4000 ＦＡＸ 0466-26－9292 

●会長／小柴智彦 幹事／村上進 

毎週火曜日 １２：３０～１３：３０

●例会場／湘南クリスタルホテル  

藤沢市南藤沢14-1 ＴＥＬ ０４６６-２8－2111 ＦＡＸ0466-28-2126

第 1930回例会 2016年6月7日（火）(天候) 晴れ №４2 
点鐘  

開会 

国歌「君が代」 

ロータリーソング「我らの生業」 

「４つのテスト」SAA 「理念」幹事 

ゲスト・スピーカー・ビジター紹介  

東京南ＲＣより、中野博義様 

第３Ｇガバナー補佐 瀧澤秀俊様（藤沢RC） 
第３Ｇ次・ガバナー補佐田島透様（ふじさわ湘南ＲＣ） 

会食・懇談  

-会長報告- 

・ソウル国際大会のご報告 

-幹事報告- 

・本日例会後に、現次合同の理事会を開催いた

します。担当理事の方はご参集ください。 

・下半期クラブ協議会のご案内を出しておりま

す。出欠の返事の締め切りが本日となっている

ので、まだお返事いただいていない方がいらっ

しゃいましたら、事務局まで御連絡ください。 

・今年度下半期活動報告および次年度活動計画

を取り纏めております。まだ提出されていない

委員会はお急ぎください。 

・６月２８日（火）の例会は、会場が地下１階

のバリックになります。入り口が普段と異なり

ますのでお気をつけください。 

-会員＆配偶者誕生日- 

会員誕生日  竹澤禎浩会員 

梶浦 暁会員 

配偶者誕生日  

和田会員のご主人様、裕助様 

竹澤会員の奥様、さおり様 

-委員会報告- 

・ロータリーの友発表 加藤情報委員長より 

・会員増強委員会より、来週の例会で新会員 

（徳山様）の入会式があります。 

・フィリピン障害者施設支援プロジェクト 

 林国際奉仕委員長より。ストリートチルドレン 

支援の施設に対するものであり、クバオ南RC、 

藤沢東RC、白河南RCの共同プロジェクトです。 

実施日：2016年 6月２６日 

・6/8（水）18:30～プログラム委員会と親睦委

員会の合同会議を「宗平」にて行います。 

-表彰- 

-卓話-

今年度ガバナー補佐挨拶 瀧澤秀俊様（藤沢RC） 

次ガバナー補佐挨拶 田島透様（ふじさわ湘南ＲＣ） 

「クラブフォーラム」 

～今年度のロータリークラブについての勉強会の

おさらい～本田研修リーダー 

会員誕生日 

梶浦会員、竹澤会員と小柴会長 

2015～2016

例会月日 総員（名） 出席（名） 欠席（名） 出席率（％） メークアップ（名） 修正出席率 

５月２４日 ３４ (３２） ２４ ８ ７５.００ ４ ９０.３３ 

６月 ７日 ３４ (３２） ２２ １０ ６８.７５   

出席報告 



-スマイル- 

吉田成江 スマイル委員長 

【ガバナー補佐 瀧澤 秀俊 様（藤沢ＲＣ）】 

東クラブの皆様、１年間大変お世話になりました。

心より御礼申し上げます。 
【次・ガバナー補佐 田島 透様（ふじさわ湘南ＲＣ）】 

次年度ガバナー補佐を仰せつかったふじさわ湘南

ＲＣの田島です。瀧澤ガバナー補佐を見習って石

田次年度会長、林幹事とともに頑張りたいと思っ

ております。どうぞよろしくお願いします。 

【小柴 智彦 会長】 

瀧澤ＡＧ、田島次年度ＡＧようこそ。 

村上幹事、藤沢市建設業協会会長就任おめでとう

ございます。 

【本田 昌子 会員】 

瀧澤ＡＧ、田島ＡＧエレクト本日のご訪問心より

歓迎いたします。どうぞご指導のほど、よろしく

お願い致します。 

【田中  繁 会員】 

瀧澤ＡＧ、田島ＡＧＥようこそ。 

【加藤 忠信 会員】 

瀧澤ガバナー補佐、ご苦労様でした。 

田島ガバナー次補佐、来期は宜しくお願いします。 

【入澤 初子 会員】 

村上進君、最年少の会長就任おめでとうございま

す。タウンニュースで拝見し喜んでいます。 

【梶浦  暁 会員】 

お祝いをありがとうございます。 

瀧澤ＡＧ、田島ＡＧエレクトようこそおいで下さ

いました。 

【吉田 新一 会員】 

瀧澤ＡＧ、田島次年度ＡＧ本日はようこそいらっ

しゃいました。宜しくお願い致します。 

村上幹事、建設業協会会長就任おめでとうござい

ます。 

【和田 江理佳 会員】 

主人の誕生日にお花ありがとうございました。 

【竹澤  禎浩 会員】 

誕生日のお祝いありがとうございます。 

会長報告 

フィリピンの支援活動について 

林 国際奉仕委員長 

会員誕生日 

竹澤会員 

梶浦会員 



-委員会報告- 

・ロータリーの友発表  

ロータリーの友平成28年 6月号抜粋 

      加藤信忠 R雑誌・情報委員長 

 表紙は、静岡市の日本平動物園のペンギン館で

す。静岡中央ロータリアンの吉川正広氏の撮影で

す。レンズを 15 ミリの広角にして、レンズフー

ドをはずし、ガラスに密着して撮影しました。と。

世界で飼育しているペンギンの四分の一は日本だ

そうです。ペンギン大国ですね。扨、ラビンデン、

RI 会長の任期、最後のメッセージです。標題は「奉

仕の姿」です。 

イギリスの作家で空軍のパイロットだつた、ロア

ルド・ダール氏は、熱心な写真家でもありました。

何時も愛用のツァイス製のカメラを携えいきま

す。フイルムがガラス製ネガを用いる時代です。 

沢山の写真コレクションがありました。これらの

写真は、後年、彼の視覚的な記録となり、体験を

綴った、鮮やかな、語たりにもなりました。ダー

ルの、経験や出来事は、言葉では言い尽くせない

が、写真は何十年もたつと、色こそ焦るが、記憶

の中で輝きを放ちます。花や土、そして、前と後

の人生を分ける境界線ともなります。 

このたとえは、いままで、ロータリーを通じて世

界中を巡った、私の経験に当てはまります。まさ

に、この一年間は、私の心の中に、そして、それ

以前とこれからの人生を分ける炎の壁となって聳

え立っでしょう、そしてこれからも燃え続けるで

しょう。国際ロータリーの会長としての経験は、

写真や言葉では言い尽くせない壮大なる任務で

す。燦然たる火柱となって私の記憶にとどまつて

います。幾千の画面が、その記憶と感情が頭の中

をめぐり、ひとつの大きなモザイク画となってお

ります。その一片・一片は皆さんの活動です。 

本年度も終わりに近づきこの素晴らしいロータリ

ークラブの組織の一員として誇りに思います。恵

まれない人々にテーマ「世界へのプレゼントに 

なる」これこそがの贈り物になるのです。 

 ７ページです。今月はロータリー親睦活動月間

です。 

名前が縁で同じ名称を持つ クラブ同士の交流

のページです。岡山城、松本城・岐阜城ロータリ

ークラブです。さくらが縁では、いわき・行田・

水戸・京都・東京小金井ロータリークラブなどの

交流が楽しそうです。ベイロータリークラブ友好

会もあります。館山クラブが幹事で、横浜や神

戸・東京・浦安など。後は、空港や、川や、モー

ニングなどの名称もあります。 

15ページ 親睦活動月間ですから、「ロータリ

ー親睦活動グループとは」で趣味のグループの沢

山のご紹介があります。関心のある人は、尋ねる

事が出来ます。 

 16ページ、「ロータリーの明日」 

4 月 10-15 日にイリノイ州シカゴで規定審議

会がありました。そのレポートです。 

特にロータリー定款第5条会員 第 2節の中の

資格が、経営者・スタッフであったのが、今回の

改定で全部撤廃されましたが、改めて(a)で、ク

ラブは、善良さ、高潔さ、リーダーシップを身を

もって示し、職業上及び地域社会で、良い評判を

受けており、地域社会または、世界において奉仕

する意欲のある成人によって構成されるものと

する。となりました。 

例会についての規定も柔軟性に変はりました。 

20ページ ラビンドランRI会長と奉仕の一年。 

22ページ 「心は共に」 東日本大震災に対し

てのロータリークラブの引き続きの奉仕活動の

情報です。そしてこの度の熊本地震の災害につい

てもロータリーが大活躍です。伝えられているの

は、福山北ロータリークラブの田中会員の報告で

す。「新生児用の粉ミルク」の宅配が出来ないの

状況なので、会員がトラックを提供し、支援物資

を送り届けました、話題です。 

一方東日本震災の救援には、伊勢崎RC、が除

雪車の提供、和光RCの希望の風奨学金募集・佐

伯RCの希望のコンサートなど、ロータリークラ

ブの救援活動が続いております。 

26ページは「よねやまだより」です。今月の

よねやま学友は、アルバニアのブレンディ・バロ

リさんです。世話クラブは新潟中央ロータリーク

ラブです。「アルバニアから来たのだが、アルメ

ニアと間違えられたのがショックでした。認知度

低いのです。博士課程二年で、よねやま奨学生と

なり、生活に余裕ができました。現在は新潟経営

大学で観光について教えています。 



 縦のページです。冒頭は、11 月４日 2750

地区でのノーベル生理学医学賞受賞京都大学

iPS細胞研究所所長教授山中伸弥氏「ips 細胞が

ひらく新しい医学」の講演要旨です。 

先ず ビジョンを持つ事 

私が、中学校・高校・大学と進むうちに父は、

怪我をした時の輸血の失敗で肝炎から肝硬変に

なってしまったので、神戸大学医学部を卒業し

て医者になりましたが、父は２年目に亡くなり

ました。私は在学時代、ラクビーをやっていま

したので何回も骨折して整形外科のお世話にな

りました。その中でも脊髄損傷になると、腰か

ら下が麻痺したり、首から下か麻痺したりしま

す。そこで、今は無理でも、5 年後１０年後に

何とかしたいと思って、大学院に入り直し研究

者の道をえらんでいます。 

ところが、私たちの IPS 研究所は、今、３５０

人の教職員がいますが、正規の京都大学の教職

員は僅か２８人で一割にも満たないで後の９割

以上は不安定な有期雇用です。そういう不安定

の中で、一生懸命ハードワークをしてくれてい

ます。アメリカではファンドレイング(基金募集)

が有って個人や企業からの寄付が相当入ってき

ますので長期雇用が出来ます。しかし、日米の

文化の違いですが、少しでもこの文化をひろげ

ようと、先日、大阪マラソンを走り、大体１０

００万円の寄付が集まりました。 

３５０人位の研究所ですから５億円から１０億

円無いと長期雇用はできないのです。今、私た

ちは臨床応用するのだと云うビジョンのもと

に、学生を入れて400人位のメンバーで、頑張

っています。ご支援・ご声援下さい。 

縦の 9 ページです。わがまち・・・・そしてロ

ータリーでは、福島県南相馬市です。 

長澤初男元会長のご案内です。太平洋の沿岸で、

海山の幸と穏やかな気候に恵まれているところ

です。然し、ここも五年前の震災では、一〇〇

〇人以上が亡くなったのです。 

13ページは友愛の広場です。 お読みください。

20ページ 卓話の泉三題です。始は、姫路RC

の赤鹿建設の社長赤鹿達夫会員「東京の超高層

ビルの話」超高層ビルの定義はないが、概ね100

メートル以上だそうです。三菱地所が丸の内に

390メートルの日本一高い建物を含む再開発プ

ロジェクトを発表したそうです。 

次は、岐阜の高山中央 RC にて、プラネット法

人理事の中村奈津子氏の「女性活動の基盤とな

る、ワーク…ライフ・ヴァランス」の話。最後

は京都の宮津RCにて「料理道の歩み・徒弟制 

度」食文化は求人広告では人材を求められない。

料理人は、和食文化を後世に伝えるべく、料理道

を歩るかなければいけない。    

 以上 6月号を抜粋してみました。 

-卓話-

今年度第3グループガバナー補佐挨拶  

瀧澤 秀俊 様（藤沢RC） 

2015-16年度の活動報告をさせていただき 

ます。 

「今年度は、カレンダーを見ても分かるように 

記念式典の多い年度で、第3グループの全ての 

クラブで記念式典が行われました。式典に出席し 

て各クラブの特色や歴史ひいてはそのクラブの 

未来を垣間見ることができました。 

また、ポリオ募金活動も年１回のところ３回も行

いました。８クラブ合同のイベントである女性会

員の集いや合同ゴルフコンペ、合同ボウリング大 

会などを通してクラブの枠を超えてグループ内

の親睦を図りました。その結果、当第３グループ

だけは地区内で会員増加中で、現在、一番活気が

あるのは第３グループだと言われています。 

・・・ 

皆様ご協力ありがとうございました。」 





次年度第3グループガバナー補佐挨拶 

田島 透 様（ふじさわ湘南RC）

「次年度ガバナー補佐を仰せつかったふじさ

わ湘南ＲＣの田島です。地区内でも一番活気

があるグループであり、就任前にクラブ訪問

をさせて頂くとだんだんと緊張感がでてきま

した。引継ぎをさせて頂きながら、瀧澤 AG

は様々なことに取り組まれたことが分かりま

した。瀧澤AGを見習って頑張っていきたい。 

ぜひご協力の程、お願いします。」

「クラブフォーラム」 

～今年度のロータリークラブについての勉強会

のおさらい～   本田昌子 研修リーダー 

「国際ロータリー」と「地区」、「ロータリーク

ラブ」の関係をわかりやすくご説明いただいた。 

「単なる寄付団体でも、慈善団体でもない。小さ

な事にこだわらず、世界平和に寄与していくこと

が大事です。」

本田研修リーダー クラブ研修資料  


